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上巻・「第２５ 夢想算」 

 

はじめに 

 これは、新刊算法起の上巻最後の問題です。タイトルも「夢想算」。こういうタイトルの

計算方法なんてあるのでしょうか。とりあえず解きながら、このタイトルの意味を考えざ

るを得ません。解き終わったときに、どのような解釈が生まれているか、今からでも楽し

みです。 

 

１．「夢想算」問題とは 

 ここで取り上げられている「夢想算」の原文をまずみてみましょう。 
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 では、読下し文にしましょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．問題は？ 

 まず「夢想算」の問を、現代文で書き出してみましょう。 

  銀子８０匁を三年切りで人置く時は、１年に２割の利息で三年目のこの銀にあたる

割合（複利）は、どれ程ずつになりますか。 

という問です。ごく普通の問題で、「夢想算」というタイトルらしくありません。 

 銀８０匁で、３年間人を雇うのでしょう。このまま３年たてば、８０×３で、２４０匁

の支払いとなるところを、複利にて年２割の割り増しがあるという。３年目には、この割

り増し分の銀は、どれ程になっているかを問うているのですね。年２割増しといううらや

ましいほどの雇い賃ですが、実際に江戸時代にこういうことがあったのでしょうか。 

で、答えは、 

  ３１匁６分５厘です 

 

２．解くぞ！ 

  利息は２割なので、まず１２匁（つまり１．２）、二年目は１．２（１２匁）と始め

の１２匁（１．２）とかければ１４匁４分（１．４４）となります。また、三年目は１．

２（１２匁）と１４匁４分（１．４４）とをかければ１７匁２分８厘（１．７２８）とな

ります。 

 利息は２割ですので、 
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 ・一年目の利息の割合：０．２ 

一年目の銀子と利息を合わせた割合は、 

１＋０．２＝１．２・・・・・・・・１年目の利息の割合は、２割 

となります。 

二年目の銀子と利息を合わせた割合は、 

１．２×１．２＝１．４４・・・・・２年目の利息の割合は、４割４分 

となります。 

 三年目の銀子と利息を合わせた割合は、 

   １．４４×１．２＝１．７２８・・・３年目の利息の割合は、７割２分８厘 

となります。ご覧のように複利計算になっていることが分かります。 

本文の「１２匁」「１４匁４分」「１７匁２分８厘」という言い方は、ふさわしくありませ

ん。元銀が１００匁ならこれでいいのですが、本文では元銀が８０匁になっています。 

 本文で「１２匁」というところは、本来は、 

  ８０×０．２＝１６ 

となって、「１６匁」となるはずです。では、解法の続きです。 

  三年分合わせると４３匁６分８厘（４．３６８）となります。これを代にして８

０匁を割れば１８．３１５となります。これに三年目の１７匁２分８厘をかけ

れば３１匁６分５厘となります。この三年分の同先銀です。 

 先の三年分の元銀と利息の割合を合わせますと、 

１．２＋１．４４＋１．７２８＝４．３６８ 

  ３年分の利息分の割合を合計したものが、４３割６分８厘ということになります。 

 これで元銀８０匁を割ります。 

  ８０÷４．３６８＝１８．３１５０１８３１・・・ 

          ≒１８．３１５ 

 これが、元の銀に対する三年分の利息の割合です。 

 三年目の利息と本銀とわ合わせた割合は、「１．７２８」でした。これに三年分の利息の

割合をかけると、  

  １．７２８×１８．３１５＝３１．６４８３２ 

              ≒３１．６５（３１匁６分５厘） 

これが、三年分の利息の合計です。 

 さて、解が出た後にさらに本文が続きます。 

  扱い合わせ見る時は、銀８０匁から、３１匁６分５厘を引けば４８匁３分

５厘となります。これに１．２（１２匁）をかければ５８匁２厘となり、

これから３１匁６分５厘を引くと２６匁３分７厘で、これに１．２（１２

匁）をかけると３１匁６分５厘となります。三年間にこの銀に違った歳に

不同があっても法立は同じで、これぞ不思議の算です。 
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 先の問題文を扱う時に、まず当初の銀８０匁から三年分の利息の３１匁６分５厘を引く

んですね。  

  ８０－３１．６５＝４８．３５ 

これに１年分の本銀と利息銀とを合わせた割合（１．２）をかけます。 

  ４８．３５×１．２＝５８．０２ 

           ＝５８匁２厘 

これから三年分の利息の３１匁６分５厘を引くと 

  ５８．０２－３１．６５＝２６．３７ 

これに、さらに１年分の本銀と利息銀とを合わせた割合（１．２）をかけます。 

  ２６．３７×１．２＝３１．６４４ 

           ≒３１．６５ 

おや、この計算方法でも、答えは同じになりましたね。 

これぞ、「不思議の算」、つまり「夢想算」と名付けたのですね。 

とりあえず、ガッテン！ ガッテン！ ガッテン！ 

 

「夢想算」が解決した後に、さらに次のような本文が書かれています。まさに、「新刊算法

起」上巻のまとめとでもいうものでしょう。 

  師が寛永５年２月２１日夜、ここに山伏が教えていただけるどのような仏

神とある類、被敷に、南から北までかくれのない算です。師の初心のかた

い思案を聞きますと、師個人ではなくて仏が伝えるので、この様にこと書

きをします。徳はあらゆる計算に用いて、一つの調法で開く者です。 

まず、「寛永５年２月２１日」という日付が問題となります。が、ここでは置いておきま

す。山伏が教えてくれるあらゆる神仏のたぐいは、日本中のどこでも使える算術です。師

の初心の固い思いを聞きますと、師が個人的に伝えるのではなく、仏が伝えてくれるので、

このように断わりを入れておきます。算術は、どのような場面でも計算方法として使える

し、誰でもが使っていいのです。 

というような解釈をしてみました。元は中国や西洋から伝えられた算術ですが、これは日

本国中で誰でもが使え、どんな場面でも使えるのだとしています。そしてそれは、我が国

の神仏から与えられたものだとも言い、師がいて師からしか教えてもらえないようなもの

ではないよと言い切っているのです。これが、当時の田原嘉明の、和算のとらえ方であっ

たのかもしれません。 
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 さらに、さらに、この本文の後にもう一つ文が書かれています。 
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 歌に 知恵に文珠 祖師の行基か 大天狗 

    縁日なれば 弘法大師か 

和歌に師無く 古歌を以って師と為す 

  算者に師無く 算記を以って師と為す 

と、まず書かれています。そこでは、「知恵の文珠」として行基と大天狗とが並列で書かれ

ており、縁日での弘法大師の名前も出されており、行基は当時、大天狗や弘法大師に並び

称されるほどの僧だったとして受け止められていたことが分かります。しかも、行基は新

刊算法起が発刊される９００年程前の僧です。９００年も人々の心の中に生き続けていた

のです。おそらく行基がなくなられてからもこの間、何らかの形で行基の名が語り継がれ

てきたことが分かります。 

 次に、和歌を取り上げて、和歌の場合は師が無くて、古歌が師であるといい、それと同

様に、算者においても師は無くて、算記つまり和算本が師の役割を果たすことが書かれて

います。ここからも、田原嘉明の師は、吉田光由ではなく、その著の「塵劫記」であるこ

とが分かります。 

 

 続いて、 

 歌にくらべ物あり 

  伝授の連歌は人のおる 俳諧者の自慢 

  名医者は人の用    藪薬師の手柄話し 

  本手法起の算は人知  そろばん置きの威厳 

と、連歌と医術と算学の世界をあげて、それぞれの術で生きる人々の心を表にさらけ出し

ています。 

 

 さらに、 

 ある人がこう言っています。そろばんを置くときの歌に合わせて、塵劫記の積

り所を見て良し悪しの評定をする人がいる。登山家が言うには、高野山に登っ

て「日本はこのように広い所か」というように、暦八卦に至るまで全て算数の

内です。中でも塵劫記の祖師は行基です。この祖師の一代目録算というものが

あります。これを見てはいないのに、即、高野山から下りて「和州図中などを

見なさい」と言っている。笑うしかない。 

 ある人の言うには、算盤をおく歌に合わせて、塵劫記に書かれている玉の動かすのを見

て、それがいいとか悪いとかの評価をする人がいます。登山家が、高野山に登って「日本

はこのように広いところか」と言っているようです。暦から八卦にいたるまで全て算数の

内で、しかも、塵劫記の祖師は行基です。この祖師である行基の「一代目録算」というの

があって、この書を見ないで、高野山から下りて「和州図中などを見なさい」と言ってい

る人がいます。笑っちゃうね、とのこと。もう、「行基」「行基」「行基」ですね。 


